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（ ）

根拠法令等
空家等対策の推進に関する特別措置法、香取市空家等の適正
管理に関する条例

担当課･係名
都市整備課
住宅・街なみ班

事務区分 ■自治事務 □法定受託事務 作成責任者 木内　俊一郎

事業シート（概要説明書）

予算事業名 空き家対策事業 事業開始年度 2016年度

上位施策事業名 住宅環境 担当局・部名 建設水道部

実施の背景
全国的に増え続ける空き家が問題となり、平成27年に「空家等対策の推進に関する特別措置法」が施
行された。本市でも、市民の生活において危険が切迫する空き家対策のために、平成28年に「香取市
空家等の適正管理に関する条例」を制定し、空き家対策を推進している。

目　的
（何のために）

空き家等の対策を進めることで、市民の安全と良好な生活環境を保全する。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

空き家等の所有者及び、その周辺住民
対象者数（全住民に対する割合）

77,536 人

　空家等対策の推進に関する特別措置法及び香取市空家等の適正管理に関する条例に基づき、市民の安全と
良好な生活環境の保全のため、所有者等に対し指導や代執行など、空き家対策を進める。
【定義】
・空家等…概ね１年以上使用されていない建築物又はこれに附属する工作物及び敷地
・特定空家等…次の状態にある空家等

①倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態
②著しく衛生上有害となるおそれのある状態（ゴミが放置され悪臭・ハエ等が発生している等）
③適切な管理が行われていないことにより、著しく景観を損なっている状態（窓ガラスが割れたままに

なっている、立木等が建物の全面を覆う程繁茂している等）
④その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態（木の枝が隣地や道路へ

はみ出している、建物内に誰でも侵入できる状態等）
【措置等の流れ】
　市へ空家等の情報連絡→現地調査→空家等または特定空家等の判定
（空家等）
・所有者等に適正な管理を依頼する。
（特定空家等）
・所有者等に除却、修繕、立竹木等の伐採、その他周辺の生活環境の保全を図るために必要な措置を

とるよう助言・指導、勧告、命令、代執行等を実施する。

事業内容
（手段、手法など）

100 ％

実施方法

■直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者： ）

□補助金〔直接・間接〕（補助先： 　　実施主体： ）

□貸付（貸付先： ）□その他（ ）

事業内容

関連事業
（同一目的事業等）

コ
ス
ト

2019年度（予算） 2018年度（決算見込） 2017年度（決算） 2016年度（決算）

事
業
費

事業費合計 4,090 千円

事業費内訳
（2018年度分）

・普通旅費　32,120円（空き家所有者等の協議等に係る出張旅費）
・需用費　50,074円（各種手続きに必要な収入印紙購入、図書購入）
・役務費　2,233,275円（郵便切手代、官報掲載手数料、相続財産管理人申立予納金、不動産
　　競売申立予納金）
・委託料　14,968,893円（相続人調査業務委託料、代執行に係る工事等委託料）

人
件
費

担当正職員 1.7 人 12,240 千円

26,735 千円 17,285 千円 19,536 千円

7,100 千円 0.95 人 6,745 千円1.7 人 12,240 千円 1.0 人

千円 人 千円

人件費合計 1.7 人 12,240 千円

人 千円 人臨時職員等 人 千円

7,100 千円 0.95 人 6,745 千円1.7 人 12,240 千円 1.0 人

千円 10,835 千円

財源

内訳

国県支出金
7,753 千円 0 千円 0

総事業費 38,975 千円 29,525 千円 26,636

千円 0 千円

国県支出金の内容 社会資本総合交付金（国）、空き家対策推進事業補助金（県）

地方債 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

その他特財
3,354 千円 3,801 千円 0 千円 0 千円

その他特財の内容 ふるさと香取応援基金、代執行費収入、予納金返戻金

一般財源 27,868 千円 25,724 千円 26,636 千円 10,835 千円

財源合計 38,975 千円 29,525 千円 26,636 千円 10,835 千円

事業番号17 空き家対策事業 ２０１９年度

ここから成果指標を導きます。
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 空き家対策事業 事業開始年度 2016年度

事業番号17 空き家対策事業 ２０１９年度

/

/ / /

2016年度

特定空家等の解除件数 件 43/ 40/ 8/

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2018年度 2017年度 2016年度

特定空家等に対する指導等の措置件数 件 98/ 107/ 108/

/ /

単位当たりコスト ／

/ / /

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

・全国的に空家等は増加傾向にあり、香取市においても同様の状況です。
・平成31年３月末現在、香取市の累計措置件数は、「助言・指導」241件、「勧告」35件、「命令」

23件、「行政代執行」2件、「略式代執行」5件、「緊急安全措置」3件となっています。
・代執行費用の回収に向けて、相続財産管理人制度、不動産競売及び差押え等を活用していますが、令

和元年７月末現在の回収率は約8.5％という状況です。（措置費用約3,036万円、回収額約257万円）
・建物の相続登記がされていないケースも多々あり、相続人調査に時間を要することや相続人が多数い

る場合などもあり、事務を煩雑にしています。（相続人が20人以上いたケースもあります。）

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

【平成31年3月末現在】
・全国の累計措置件数は、「助言・指導」15,586件、「勧告」922件、「命令」111件、「行政代執行」

41件、「略式代執行」124件。
・千葉県の累計措置件数は、「助言・指導」992件、「勧告」89件、「命令」24件、「行政代執行」

3件、「略式代執行」8件。

特記事項

/ /

/ / /

/

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

　本事業の目指すところは、特定空家等が解除され、周辺の生活環境の保全が図られること
であることから、「特定空家等の解除件数」を成果指標に設定した。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2018年度 2017年度

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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　H28.5.10　撮影 　H30.12.4 撮影

下屋撤去

蔦撤去

敷地内草木伐採

破損軒天養生

破損軒天養生
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